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研究実績 

の概要 

１ ウェブサイト「現代日本陶芸のデザインと技法2019」http://cdatoma.tumblr.com 

共同研究4年間で50編の日本陶芸のデザインと技法をウェブサイトにアップロードし

た。そのうち,今年度は以下の16編である。 

1.ハイブリッド青白磁技法8（久保田厚子）,2.ハイブリッド青白磁技法9（久保田厚

子）,3.ハイブリッド青白磁技法10（久保田厚子）,4.花文様乳白瓷2(中西芙美),5.積

層で作る造形2(作元朋子),6.ハイブリッド青白磁技法11（久保田厚子）,7.緋色青白

磁匣(木村知子),8.冷熱カップ＆ソーサー(瀧和真),9.じゃがいも模様リム皿(小橋みの

り),10.源流(河本弘輝),11.植物模様皿ヤマブキ(田邉由梨),12.ユウカイ(田邉由

梨),13.Ma-maru(竹元美琴),14.IN-EI(林翔太),15.トースト皿とマグカップ(秋田佳

恋),16.かくれんぼプレート(有馬花鈴),17.幾何学的と有機的の出会い(真世土マウ) 

上記の,8.冷熱カップ＆ソーサー(瀧和真)〜16.かくれんぼプレート(有馬花鈴)の9編は,

久保田厚子と作元朋子講師の造形デザイン学科3年次生必修科目,造形デザイン演習Ⅳ及

び造形デザイン論Ⅳの授業で指導し,学生自身がウェブサイトにアップロードした。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

２ 瀬戸内市立美術館特別展 

1.会期/2019年１月13日（日）〜2月3日（日）9:00〜17:00(入館は16:30まで) 

2.実質会館日数/19日間,休館日/毎週月曜日（祝日を除く）,祝日の翌日 

3.イベント 

(1)オープニングセレモニー 

1月13日（日）11時から,瀬戸内市立美術館4階展示室 

(2)展示作家による解説 

1月13日（日）9時 - 15時（随時） 

(3)ワークショップ「陶芸であそぼう」 

20グラムの陶土で小さな作品を手びねりし乾燥後に施釉まで行う 

1月13日（日）,14（月,祝）,19日（土）,20日（日）,27日（日）,2月2日（土） 

午前11時から成形,乾燥,釉薬塗り。焼成後作品はレターパックで作者に郵送した。 

4.観覧料/一般500円,割引400円（団体（20名以上）または65歳以上） 

5.主催/瀬戸内市立美術館  共催/岡山県立大学 

6.助成/(公)ウエスコ学術振興財団,(公)福武教育文化振興財団,(公)野村財団 

7.後援/東京芸術大学,岡山県,岡山県教育員会,他（詳細は別添資料参照） 

8.入館者人数/全期間来館者数700人,日数19日間,1日平均37人, 

 有料入場者合計371人 

  

図1,ウェブサイト        図2. 美術館4階展示第1室 

  

図3. 美術館4階展示会場第3室                 図4. 美術館3階展示 

成果資料目録 

1.瀬戸内市立美術館作成報告書 

展覧会の記録 現代日本陶芸のデザインと技法2019 DVD 

2.2019年1月12日斎城卓撮影記録フォトグラフDVD 

 


